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キサケツパタケについて、菌床栽培化へ向けて数種の試験を実施しました。その結果、培養識度はお

'"'-' 30 oc、p註は4'"'-'7の範閤が適当であると思われました。次にコナラオガ粉を培地基材として栽場

試験を実施した結果、菌糸は 120日で全体にまん廷しましたが、子実体の発生はみられませんでした。

しかし、この菌床培地をパーク堆肥とともにプランターに埋め込み、再培養、発生処理をすることに

より子実体を発生させることができました。

はじめに

近年、きのこ栽培は原木栽培から菌床栽培にそのウエイトが移行してきており、それに伴い新しい

きのこが続々と市場に登場しています。本県でも外国産のきのこ、エリンギ fとっとき 1号j、fとっ

とき 2号j の品種登録を行ったが、県内きのこ栽培者の経営強化のために、更に新しいきのこ栽培の

実用化が必要とされています。そこで、野生きのこから新たに栽培に導入できる可能性のある品種を

収集し栽培化に向けての試験を実施しています。

キサケツパタケ (Strophariarugosoannulata Farlow_ in Murrill flutea Hongo)は、モエギタケ科モエ

ギタケ属のきのこで、春と秋に路傍の草むら、林縁、畑地、木くずなどに単生~群生するサケツパタ

ケというきのこの傘の黄色の品種とされています。サケツパタケについては、図鑑では優秀な食用菌

と紹介され、日本、ヨーロッパ、北米に分不在し、ヨーロッパで、は栽培化もされていることから、キサ

ケツパタケについても栽培化の可能性があると考え、愛知県内で採取された菌株について、幾つかの

試験を実施し、その可能性を検討しました。

1 試験方法

(1)平板培地による菌糸伸長試験

子実体から組織分離された菌糸は PDA平板培地に移植し、 PDAおよび MYG(M:麦芽エキス1.0

%、 Y:酵母エキス 0.4%、 G:グノレコース 0.4%、寒天1.0%)平板培地で菌糸伸長試験を実施しま

した。試験には PDA平板培地で前培養しておいた菌糸体を問題担のコルクポーラーで打ち抜き接謹

し、 25
0Cの恒温器で培養し、一定期間経過ごとに伸長したコロニー直径を測定しました。

また、 PDA 平板培地を用いて、菌糸伸長に適した温度を調べるため、培養温度をお ~340C間で 2

OC刻みに設定し、同様に菌糸伸長量を測定しました。

(2)液体培地による菌糸体成長量試験

培養中の p誌の変化と培養に適した pHを調べるため、 MYG液体培地を pH4~7 に調整し、 1-

1同様に菌糸体を接種しました。 280
Cの恒祖器で、 2還問培養後、ナイロンメッシュで菌糸体と液体

培地を分け、絶乾後 (105
0C、24時間)の菌糸体重量を成長量としました。また、議男りした培地のpH

を測定しました。
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。)オガ粉による菌床栽培試験

菌床培地での蕗糸伸長条件を調べるため、コナラオガ粉とフスマを 10:1、10: 2" 10: 3 (容積

比)の 3条件で混合後、合7比率を約 65%に調整し、 pp(ポリプロピレン)製の袋iこ1kgずつ詰め、

前培養したオガ粉種菌を接種しました。接種した菌床培地は 22ocで培養後、一定期間経過ごとに菌

糸の蔓延程度を呂視で計測しました (5%刻み)。また、菌糸蔓延後は、菌かきを行い、温度目'"'-'17 

oc、湿度約鈎%の条件で子実体発生を保しました。

(ヰ)プランターを用いた栽培試験

1-3で作成した菌床培地は発生操作を一定期間行った後、袋を取り除いて市販の 8 のプランタ

ーに 3飽ずつ詰め、周囲と表面にパーク堆肥(以下パーク)を入れました。室温条件において再培養

し、表面に菌糸が発菌した後、再び 1-3の条件で発生を促しました。なお、場地表面が乾燥しない

ように新関紙で覆い、また適宜水分を噴霧し管理しました。

(5)パーク堆肥混入堵地で、の菌糸伸長試験

ノくーク混合により菌糸伸長速度が向上するかどうかを調べるため、コナラオガ粉とパークを混合し、

ブスマを加え菌床培地を作成しました (pp袋 1kg詰め〉。設定した条件はコナラ:パークを 3: 1、

1 : 1、 1: 3 (容積比)、パークのみ、コナラのみの 5区とし、ブスマの添加割合はコナラ・パー

ク:フスマココ 10: 3 (容積比)としました。

2 試験結果

(1)平板培地による菌糸伸長試験

キサケツパタケ菌糸は PDA、MYG平板培地、どちらにおいても良好に伸長しました。また、菌糸

伸長に適した温度は 28~ 30 ocと比較的高い温度でも生育可能な菌であることがわかりました(図-

1)。

(2)液体培地による菌糸体成長量試験

pH 4~7 の 4 区での液体培養においては、成長が特に阻害されることはなく、問題なく菌糸体の

成長が期待できると判断できました。また、 4区の中では、比較的高い pH(6'" 7) の方が成長は

早い結果となりましたが、有意差は認められませんでした(図-2)。培養後の培地の pHは4区とも

p担3.6前後となり、培養液を駿性候.tlに低下させる性質が認められました。

(3)オガ粉による菌沫栽培試験

オガ粉菌床培地による菌糸伸長試験においては、フスマの配合割合が少ない方が伸長量が早い傾向

が認められました(圏一 3)。菌糸はどの条件においても培養日数約 120日で培地全体に蔓延し、菌

1 かきの後、菌床培地を概に並べて発生操作を行いましたが、すべての茜床培地において原基形成は確

認できませんでした。

(4)プランターを用いた栽培試験

プランターに埋め込んだ菌床培地は、室温条件で 10日から 2週間で培地表面に菌が発菌しました

(写真-1)。オガ粉:フスマ=10:3の配合条件で、プランターに埋め込んでから 53 日後に最初の

子実体が得られました。得られた子実体は野生の子実体と同じキサケツパタケの特徴であるツパを有

していました(写真一 2、3)。また、子実体の発生部位は、埋め込まれた菌床の罵囲に限られてい

ました。子実体の発生は、その後数回、 238 日目までみられました。また、子実体発生量は、オガ粉

:フスマ=10: 3の配合条件が最も多く、 10: 2区、 10:1区では差がみられませんでした(表-1)。
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(5)パーク堆肥混合培地で、の蕗糸伸長試験

プランター試験の結果、パーク混合による菌糸伸長への効果が期待できたため、菌床培地にもパー

クを配合して試験を試みました。その結果、パークを混合した培地での蕗糸伸長は、対照区のコナラ

のみの培地と比較して菌糸伸長速度の向上が認められました(図-4)。

おわりに

今回、キサケツパタケの菌床栽培化に向けて幾つかの試験を実施しました。その結果、 PDA、MYむ

培地で培養が可能で¥培養温度は 28"-' 30 oc、p註は4"-'7の範留が適当であると患われました。ま

た、コナラオガ粉を培地基材として菌床袋栽培試験を実施した結果、菌糸がまん廷した菌床培地をプ

ランターにパーク堆肥と共に入れ培養することで、 させることができました。今後は、

呂数、発生男数を短縮することが課題であると思われますので、更に発生条件を含めた培養、

培条件の検討を進める予定です。
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圏一 2 培地pHの遣いによる菌糸体成長量
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図-3 オガ粉混金割合完IJの菌糸蔓延率
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1 プランう喜一堵地に発麗した扶涜 ンターから発生した子実体

3 子実体の傘の裏のツパ

1 各まき地条件での子実体発生霊と発生本数

場地条件埼地 1袋当たり (g) (本) 平均鑓撃(g) 平均傘笹(cm) 平均額長(cm)

1 0 : 3 321.0 36 33.2 6.5 12.6 

1 0 : 2 27.0 ヰ 41. 0 8.6 15.4 

1 0 :す 26.8 5 27.0 5.3 11. 3 
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